
 

 

   

 

 

令和８年３月１８日発行  江別市立上江別小学校 

ＵＲＬ https:// www.ebetsu-city.ed.jp/kamiebetsu-es/ 
   
 

令和 7年度「全国学力・学習状況調査」結果概要について 

早春の候、寒さの中にもようやく春の兆しが感じられる季節となってまいりましたが、皆様にはますます

ご健勝のこととお喜び申し上げます。また、日頃より本校の教育活動にご支援・ご協力をいただきまして感

謝申し上げます。 

 さて、６年生を対象とした「全国学力・学習状況調査」が令和７年４月１７日（木）に実施され、今年

度は「理科」も実施されました。この調査は、児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、成果と課題を検

証して今後の学習指導の充実や改善に役立てることを目的としております。以下に本校児童の傾向と概要

を示します。結果の公表が遅くなりましたことをお詫び申し上げます。 

 

国語 ○全国平均と比べ、やや上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    
  学校教育目標 

いきいき のびのび 

☆かんがえる子 

☆やさしい子 

☆げんきな子 

☆なかよくする子 

（１）言葉の特徴や使い

方に関する事項 

C 読むこと 

B 書くこと 

A 話すこと・聞くこと 

（２）情報の扱い方に

関する事項 

（３）我が国の言語文

化に関する事項 

【●２三の問題】↓ 

令和 7 年度実施の「全国学力学習状況

調査問題（国語・算数・理科）」の詳しい

内容は、以下の QRコードからご覧にいた

だけます。 

http://www.ebetsu-city.ed.jp/kamiebetsu-es/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

算数 ○全国平均と比べ、やや下回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【よくできた問題】 

●３三（２）の問題 

【資料１】を読み返して言葉の変化について自分が納得したことを、【資料２】、【資料３】、【資料４】に書かれて

いることを理由にしてまとめて書く問題 

〈問題について〉 

・目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付けることができるかどうかをみる記述

問題。本校の課題であった記述問題において、全国平均と比較して平均正答率が上回っていました。資料を踏

まえ、問題の示す条件に即して、自分の考えをまとめる力を着実に身につけることができていると考えます。 

 

【あまりできなかった問題】 

●２三の問題 

【ちらし】の二重傍線部を、【調べたこと】を基に詳しく書く問題 

〈問題について〉 

・目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりするなど、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫す

ることができるかどうかをみる記述問題。こちらの記述問題は全国平均と比較して平均正答率が下回っていま

した。問題が示す条件の３つ全てに合致していないことや無回答率が高かったことが要因と分析されます。結

果を踏まえ、全学年の授業において、自分の考えを記述する機会を意識的に増やし、対策を講じました。 

【よくできた問題】 

●４（３）の問題 

はかりが示された場面で、図りの目盛りを読む問題 

〈問題について〉 

・はかりの目盛りを読むことができるかどうかをみる問題において、全国平均と比較して平均正答率が上回っ

ていました。授業における I C T化が進む中でも、実物のはかりを用い、児童が実際に目盛りを読む活動

を丁寧に行なった成果といえます。 

 

【あまりできなかった問題】 

●２（２）の問題 

方眼上の５つの四角形の中から台形を選ぶ問題 

〈問題について〉 

・台形の意味や性質について理解しているかどうかを見る問題において、全国平均と比較して平均正答率が下

回っていました。図形の定義や性質を理解できていないことがその要因と分析されます。 

C変化と関係 

A 数と計算 

D データの

活用 

C測定 

B図形 

【●２（２）の問題】↓ 



 

 

 

 

理科 ○全国平均と比べ、やや上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童質問紙〜学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面に関する調査〜 

 

【肯定的な回答の割合が全国平均と比べて高かった項目】 

① いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか。 

② 人が困っている時は、進んで助けていますか。 

③ 5 年生までの学習の中で、PC・タブレットなどの ICT 機器を使って学校のプレゼンテーション（発表スライ

ド）を作成できると思いますか。 

【よくできた問題】 

●１（２）の問題 

赤玉土の粒の大きさによる水のしみ込み方の違いのまと

め方について、結果を用いて理由を書く問題 

〈問題について〉 

・赤玉土の粒の大きさによる水のしみ込み方の違いにつ

いて、結果を基に結論を導いた理由を表現することがで

きるかどうかをみる記述問題において、全国平均と比較

して平均正答率が上回っていました。全教科において、自

分の考えを記述することを重視し、取り組んできたこと

の成果と考えます。 

 

 

 

【あまりできなかった問題】 

２（４）の問題 

乾電池２個のつなぎ方について、直列につなぎ、電磁石を強くできるものを選ぶ問題 

〈問題について〉 

・乾電池のつなぎ方について、直列つなぎに関する知識が身に付いているかどうかをみる問題において、

全国平均と比較して平均正答率が下回っていました。直列つなぎは 4年生で学習する内容です。全国学力・

学習状況調査の理科の問題は、3年生から 5年生の学習内容から多岐に渡って出題されます。学習した学

年において知識・理解を確実にすることはもとより、学習後も学習内容を振り返り、より確実に知識・理

解の定着を図ることを重点とし、対策を講じました。 

 

結果を踏まえ、全学年の「図形」領域の学習において、児童が自分の言葉で「三角形」や「四角形」「直角

三角形」「平行四辺形」「台形」などの図形の定義や性質を説明できるよう授業内容を工夫し、対策を講じ

ました。 

【●２（４）の問題】↓ 



〈結果に関して〉 

・児童質問紙の結果から、各種取組や道徳の授業を通じて、思いやりの気持ちや、いじめをしない・起こさせな

いという意識を着実に育むことができていると考えます。引き続き、安心・安全な学校作りを進めて参ります。 

・児童質問紙の結果から、I C T機器を使っての情報収集やプレゼンテーション作成に自信があるという実態が

読み取れました。本校の重点として取り組んできた成果といえます。今後も、授業において積極的な活用を進

めて参ります。 

 

【肯定的な回答の割合が全国平均と比べて低かった項目】 

① 国語の授業で、先生はあなたの良いところや、前よりもできるようになったところはどこかを伝えてくれて

いますか。 

② 算数の勉強は得意ですか。 

③ 算数の勉強は好きですか。 

〈結果に関して〉 

・国語の正答率は、全国平均を上回っているものの、児童は、児童の資質・能力の変容を担任が把握し、フィー

ドバックがなされていないと感じていることがわかりました。本結果を踏まえ、国語のみならず、各教科及び、

学校生活において、担任が児童の資質・能力の変容を把握し、児童にフィードバックすることを重点とし、取

り組んで参りました。 

・算数の正答率が、全国平均を下回っている実態と本回答の結果を重く受け止め、再度本校の算数の授業の在り

方を見直して、改善を図りました。また、本校に勤務する学習サポーターと特別支援教育支援員の計 3名を重

点的に算数に配置してきました。児童が「算数が得意」「算数が好き」と思えるように引き続き取り組んで参り

ます。 

 

 

この調査は、児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証してその改善を図るため

のものです。学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善などに役立て、さらにそのような取組

を通じて、教育に関する継続的な検証サイクルを確立することを目的としております。調査結果が、学力全体を

特定するものではなく、学校における教育活動の一側面であることをご承知おきください。 


